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(57)【要約】
【課題】試験の準備作業の負担を軽減できる電池試験装
置を提供する。
【解決手段】電池試験装置１０は、電池Ｂの圧壊試験時
に電池Ｂを押圧するための加圧板１６と、加圧板１６を
移動させるための駆動力を発生する駆動部１８と、を備
える。加圧板１６には、釘刺し試験用治具４４を取り付
け可能な取付け部４２ｂが設けられている。取付け部４
２ｂは、釘刺し試験用治具４４の雄ねじ部４４ｂを螺合
させる雌ねじ部を有している。電池試験装置１０は、雌
ねじ部を塞ぐための栓部材５０を備えている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　試験槽内に配置された電池の試験を行う電池試験装置であって、
　電池の圧壊試験時に前記電池を押圧するための加圧板と、
　前記加圧板を移動させるための駆動力を発生する駆動部と、を備え、
　前記加圧板には、釘刺し試験用治具を取り付け可能である電池試験装置。
【請求項２】
　前記加圧板は、前記釘刺し試験用治具に設けられた凸状の被取付け部を装着可能な凹状
の取付け部を有しており、
　前記取付け部を塞ぐための栓部材を備えている請求項１に記載の電池試験装置。
【請求項３】
　前記加圧板は、前記釘刺し試験用治具を取り付け可能な取付け部を有しており、
　前記取付け部は、圧壊試験時に試験対象となる電池に干渉しない位置に設けられている
請求項１に記載の電池試験装置。
【請求項４】
　前記加圧板の振れを防止するガイドシャフトを備えている請求項１から３の何れか１項
に記載の電池試験装置。
【請求項５】
　前記試験槽には、前記ガイドシャフトを挿通可能な挿通孔が形成されており、
　前記ガイドシャフトは、前記試験糟外に配置された固定体に着脱可能に構成されている
請求項４に記載の電池試験装置。
【請求項６】
　前記試験槽には、試験槽内の空間と外部とを連通させる連通孔が形成されており、
　前記連通孔に着脱可能な蓋体が設けられている請求項１から５の何れか１項に記載の電
池試験装置。
【請求項７】
　前記駆動部は、直線的に移動可能なロッドを有しており、
　前記加圧板は、締結具によって前記ロッドに締結される介装部と、前記電池を押圧する
押圧面を有し、前記介装部に保持される加圧部とを有する請求項１から６の何れか１項に
記載の電池試験装置。
【請求項８】
　前記締結具は、頭部を有し、
　前記介装部は、前記締結具の前記頭部と前記ロッドとの間に挟持され、
　前記加圧部には、前記締結具の前記頭部を収容する凹部が形成されている請求項７に記
載の電池試験装置。
【請求項９】
　前記駆動部は、直線的に移動可能なロッドを有しており、
　前記加圧板は、前記ロッドの先端面に当接した状態で、締結具によって前記ロッドに締
結されている請求項１から６の何れか１項に記載の電池試験装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電池試験装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、下記特許文献１に開示されているように、電池の安全性を評価するための電池試
験装置が知られている。下記特許文献１に開示された電池試験装置では、電池の圧壊試験
を行うときに、進出駆動されるロッドの先端に平板や角材が取り付けられる。ロッドを駆
動することによって、平板又は角材によって電池が押圧される。一方、電池の釘刺し試験
を行うときには、ロッドの先端に釘が取り付けられる。ロッドを駆動することにより、電
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池に釘が刺され、内部短絡を起こさせる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第４４０８０５８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　前記特許文献１に開示された電池試験装置では、電池の圧壊試験を行う場合と、釘刺し
試験を行う場合とにおいて、ロッドの先端に取り付けられているものを取り外した上で、
別のものに交換する必要がある。例えば、釘刺し試験を行うときには、平板又は角材をロ
ッドから取り外して、ロッドに釘を取り付ける。このため、試験の準備作業の手間がかか
るという問題がある。
【０００５】
　そこで、本発明は、前記従来技術を鑑みてなされたものであり、その目的とするところ
は、試験の準備作業の負担を軽減できる電池試験装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記の目的を達成するため、本発明は、試験槽内に配置された電池の試験を行う電池試
験装置であって、電池の圧壊試験時に前記電池を押圧するための加圧板と、前記加圧板を
移動させるための駆動力を発生する駆動部と、を備え、前記加圧板には、釘刺し試験用治
具を取り付け可能である電池試験装置である。
【０００７】
　本発明では、加圧板に釘刺し試験用治具を取り付け可能であるため、釘刺し試験用治具
を取り付けるにあたり、加圧板を取り外す必要がない。このため、電池の圧壊試験を行う
ときには、駆動部によって加圧板を移動させて電池を押圧すればよく、釘刺し試験を行う
ときには、加圧板に釘刺し試験用治具が取り付けられた状態で加圧板を移動させればよい
。したがって、加圧板を取り外す必要はないため、試験の準備作業の負担を軽減すること
ができる。加圧板は重量物であるため、加圧板を取り外す作業は危険な作業である。この
ため、加圧板を取り外す作業を省略できることにより、準備作業の負担を軽減できる。し
かも、釘刺し試験において、電池が爆発したときに加圧板を防護板（隔壁）として機能さ
せることができる。このため、釘刺し試験時に試験槽内がダメージを受けることを抑制す
ることができる。
【０００８】
　ここで、前記加圧板は、前記釘刺し試験用治具に設けられた凸状の被取付け部を装着可
能な凹状の取付け部を有していてもよい。この場合、前記取付け部を塞ぐための栓部材を
備えていてもよい。
【０００９】
　この態様では、釘刺し試験用治具の凸状の被取付け部を加圧板の凹状の取付け部に装着
することによって、釘刺し試験用治具を加圧板に取り付けることができる。また、釘刺し
試験治具を加圧板から取り外したときには、取付け部を栓部材で塞ぐことにより、加圧板
の押圧面に凹部が残ることを防止することができる。したがって、圧壊試験時に、取付け
部が露出することによる悪影響を排除することができる。
【００１０】
　前記加圧板は、前記釘刺し試験用治具を取り付け可能な取付け部を有していてもよい。
この場合、前記取付け部は、圧壊試験時に試験対象となる電池に干渉しない位置に設けら
れていてもよい。この態様では、取付け部が加圧板の加圧面に対して平坦になっていない
としても、取付け部が圧壊試験時に悪影響を及ぼすことを防止することができる。
【００１１】
　前記加圧板の振れを防止するガイドシャフトを備えていてもよい。この態様では、加圧
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板の振れを防止するガイドシャフトが設けられているため、加圧板が、釘刺し試験時に電
池が爆発した衝撃を受けたとしても、揺れ動くことを防止することができる。このため、
加圧板を駆動するための駆動部がダメージを受けることを防止できる。また、駆動部によ
って加圧板を移動させるときにガイドシャフトによって加圧板を案内することができる。
試験時には、加圧板がガイドシャフトに沿って徐々に移動することになるが、加圧板の位
置によらず、電池の爆発の衝撃による加圧板の揺れをガイドシャフトによって抑制するこ
とができる。
【００１２】
　前記試験槽には、前記ガイドシャフトを挿通可能な挿通孔が形成されていてもよい。こ
の場合、前記ガイドシャフトは、前記試験糟外に配置された固定体に着脱可能に構成され
ていてもよい。
【００１３】
　この態様では、ガイドシャフトを固定体から外して試験槽の挿通孔から引き出すことが
できる。この状態において、挿通孔には、例えば配線中継モジュール、配線等を挿入する
ことができる。したがって、釘刺し試験、圧壊試験だけでなく、外部短絡試験、充放電試
験等を行うことができる。
【００１４】
　前記試験槽には、試験槽内の空間と外部とを連通させる連通孔が形成されていてもよい
。この場合、前記連通孔に着脱可能な蓋体が設けられていてもよい。
【００１５】
　この態様では、連通孔に、例えば配線中継モジュール、配線等を挿入することができる
。したがって、釘刺し試験、圧壊試験だけでなく、外部短絡試験、充放電試験等を行うこ
とができる。
【００１６】
　前記駆動部は、直線的に移動可能なロッドを有していてもよい。この場合、前記加圧板
は、締結具によって前記ロッドに締結される介装部と、前記電池を押圧する押圧面を有し
、前記介装部に保持される加圧部とを有していてもよい。
【００１７】
　この態様では、加圧板がロッドに締結される介装部と、介装部に保持される加圧部とを
有しているので、介装部をロッドに締結するための締結具を加圧部によって隠すことがで
きる。したがって、締結具が押圧面に露出しないようにすることができる。
【００１８】
　前記締結具は、頭部を有してもよい。この場合、前記介装部は、前記締結具の前記頭部
と前記ロッドとの間に挟持されてもよい。また、前記加圧部には、前記締結具の前記頭部
を収容する凹部が形成されていてもよい。
【００１９】
　この態様では、加圧部に凹部が形成されているため、締結具の頭部が加圧部に干渉する
ことを防止することができる。
【００２０】
　前記駆動部は、直線的に移動可能なロッドを有してもよい。この場合、前記加圧板は、
前記ロッドの先端面に当接した状態で、締結具によって前記ロッドに締結されていてもよ
い。
【００２１】
　この態様では、加圧板がロッドの先端面に設けられた固定部に当接しているため、加圧
板が揺れ動くことを防止できる。すなわち、加圧板がロッドの先端面に面接触した状態で
ロッドに固定されているため、例えば電池の爆発の衝撃を受けて加圧板が揺れ動こうとし
ても、ロッドの先端面によってそれを防止することができる。
【発明の効果】
【００２２】
　以上説明したように、本発明に係る電池試験装置によれば、試験の準備作業の負担を軽
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減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の実施形態に係る電池試験装置の全体構成を示す図である。
【図２】前記電池試験装置に設けられた加圧板の構成を説明するための図である。
【図３】前記加圧板を構成する加圧部を説明するための図である。
【図４】加圧部の変形例を説明するための図である。
【図５】前記電池試験装置において、外部短絡試験を行うときの構成を説明するための図
である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、本発明を実施するための形態について図面を参照しながら詳細に説明する。
【００２５】
　本実施形態に係る電池試験装置は、電池の圧壊試験、釘刺し試験、外部短絡試験及び充
放電試験が可能な試験装置である。
【００２６】
　図１に示すように、本実施形態に係る電池試験装置１０は、試験槽１２と、試験槽１２
の外側に配置された固定体の一例としての架台１４と、電池Ｂを押圧するための加圧板１
６と、加圧板１６を移動させる駆動力を発生させる駆動部１８と、を備えている。また、
図示省略するが、電池試験装置１０には、試験条件の設定及び記録、動作制御を行うため
の制御部が設けられている。
【００２７】
　試験槽１２は、試験対象となる電池Ｂを収納可能な試験室２１を備えている。試験室２
１内には、空調を行う空調部（図示省略）が設けられている。試験室２１は、前側が開口
した槽本体２５と、槽本体２５の前側開口を開閉する扉（図示省略）とを有している。な
お、図１は、便宜的に扉が省略された状態で描かれている。扉は、図略のロック部によっ
て槽本体２５にロックされ得る。
【００２８】
　槽本体２５の天井部２５ａには、一対（２つ又は４つ）の第１挿通孔２５ｂと、両第１
挿通孔２５ｂ間に配置された第２挿通孔２５ｃとが形成されている。第１挿通孔２５ｂ及
び第２挿通孔２５ｃは、天井部２５ａを貫通している。第１挿通孔２５ｂ及び第２挿通孔
２５ｃはそれぞれ、試験槽１２内（試験室２１内）の空間と外部とを連通している。槽本
体２５の一方（図１における左側）の側部２５ｄには、該側部２５ｄを貫通する連通孔２
５ｅが形成されている。連通孔２５ｅには蓋体２５ｆが被せられていて、蓋体２５ｆを取
り外すことにより、試験槽１２内の空間（試験室２１内）と外部とが連通孔２５ｅを通し
て連通する。
【００２９】
　空調部には、加熱器、冷却器、ファン等が配設されている。空調部によって試験室２１
内の空気を所定の温度条件に調整することができる。すなわち、試験槽１２は、恒温槽又
は恒温恒湿槽等の環境試験装置によって構成されている。
【００３０】
　架台１４は、試験槽１２の上方に配置される上面部１４ａと、上面部１４ａの両端部を
それぞれ支持する一対の脚部１４ｂとを備えている。上面部１４ａは、水平方向に延びる
板状又は棒状の部材によって構成されている。
【００３１】
　架台１４の上面部１４ａには、一対（２本、４本等）のガイドシャフト３０が吊り下げ
られている。各ガイドシャフト３０の上端部には雄ねじが形成されており、ガイドシャフ
ト３０の上端部は、上面部１４ａに形成された雌ねじ１４ｃに螺合されている。したがっ
て、両ガイドシャフト３０は、架台１４に対して着脱可能となっている。
【００３２】
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　各ガイドシャフト３０は、槽本体２５の天井部２５ａに設けられた第１挿通孔２５ｂに
挿通されている。したがって、ガイドシャフト３０の上端部は、試験室２１の外側に位置
し、ガイドシャフト３０の下端部は試験室２１内に位置している。
【００３３】
　ガイドシャフト３０の下端部には、試験対象としての電池Ｂを載置する試験台３２が固
定されている。具体的に、ガイドシャフト３０の下端部には、頭部を有する締結具３４を
締結可能な雌ねじ部が形成されている。試験台３２は平板状の部材によって構成されてお
り、試験台３２には締結具３４の雄ねじ部を挿通させる挿通孔が形成されている。試験台
３２の挿通孔に下から挿通された締結具３４がガイドシャフト３０の雌ねじ部に螺合され
ることにより、試験台３２は締結具３４の頭部によって支持されている。すなわち、ガイ
ドシャフト３０は、試験台３２を支持する支持部材としても機能している。なお、試験台
３２を固定する構成はこれに限られるものではない。
【００３４】
　加圧板１６を上下動させるための駆動部１８は、シリンダ１８ａと、シリンダ１８ａに
対して進退移動可能に設けられたロッド１８ｂとを備えている。シリンダ１８ａには、駆
動源としての油圧ポンプ３６が接続されており、油圧ポンプ３６を駆動することによって
、ロッド１８ｂを進退移動させることができる。なお、ロッド１８ｂの駆動源としては、
油圧ポンプ３６に限られるものではなく、空気圧等を供給するポンプでもよく、あるいは
電動モータ等であってもよい。
【００３５】
　シリンダ１８ａは、架台１４の上面部１４ａに固定されている。上面部１４ａには、ロ
ッド１８ｂを挿通させる挿通孔が形成されており、シリンダ１８ａは、挿通孔に挿通され
たロッド１８ｂがシリンダ１８ａの下端部から下に向かって延出するように上面部１４ａ
に載置されている。
【００３６】
　図２に示すように、加圧板１６は、平板材からなる介装部４１と、介装部４１に固定さ
れる加圧部４２とを有する。介装部４１は、ロッド１８ｂの下端部に固定される部材であ
る。加圧部４２は、電池Ｂを押圧する部材である一方で、後述する釘刺し試験用治具４４
を取り付けるための部材であり、介装部４１に重ね合わされて用いられる。
【００３７】
　ロッド１８ｂは、ロッド本体１８ｃとロッド本体１８ｃの先端部（下端部）に設けられ
た固定部１８ｄとを有する。固定部１８ｄは、ブロック状に形成されており、例えばロッ
ド本体１８ｃと同軸状の円柱状に形成されている。そして、固定部１８ｄの上面は、ロッ
ド本体１８ｃの下端面につながっている。固定部１８ｄの下面は、平面状に形成されてお
り、この下面には、締結具４６の雄ねじ部４６ａが螺合される雌ねじ部１８ｅが形成され
ている。雌ねじ部１８ｅは、ロッド本体１８ｃの延びる方向に一致する方向に延びている
。
【００３８】
　介装部４１には、締結具４６の雄ねじ部４６ａを挿通させる挿通孔が形成されている。
この挿通孔に下から挿通された締結具４６の雄ねじ部４６ａが固定部１８ｄの雌ねじ部１
８ｅに螺合されることにより、介装部４１は、締結具４６の頭部４６ｂと固定部１８ｄと
の間に挟持される。したがって、介装部４１の上面が固定部１８ｄの下面に面接触した状
態で、介装部４１（加圧板１６）は、締結具４６によって固定部１８ｄ（ロッド１８ｂ）
に固定されている。言い換えると、加圧板１６は、ロッド１８ｂの先端面に当接した状態
で、締結具４６によってロッド１８ｂに締結されている。
【００３９】
　介装部４１は、平板状の部材からなり、固定部１８ｄの下面に当接した状態で固定部１
８ｄに固定されている。このため、嵌め合い構造を設けることなく、介装部４１をロッド
１８ｂに固定することができる。したがって、嵌め合い部でのクリアランスが必要なくな
るため、介装部４１が揺れ動いたり、がたついたりしない状態で介装部４１をロッド１８
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ｂに固定することができる。
【００４０】
　加圧部４２は、介装部４１の下側に配置されると共に保持手段（ボルト）４８によって
介装部４１に保持されている。保持手段４８は、加圧部４２の下面（押圧面）に露出しな
いように、介装部４１から加圧部４２に渡って設けられている。なお、保持手段４８は、
ボルトに限られるものではない。たとえば、保持手段４８は、加圧部４２を介装部４１に
係止させる係止爪等によって構成してもよい。
【００４１】
　加圧部４２の上面における中央部には、介装部４１をロッド１８ｂに締結するための締
結具４６の頭部４６ｂを収容する凹部４２ａが形成されている。これにより、締結具４６
の頭部４６ｂが介装部４１の下側（加圧部４２側）に突出した状態であっても、加圧部４
２を介装部４１に重ね合わせることができる。
【００４２】
　加圧部４２（加圧板１６）の下面は、電池Ｂを押圧する押圧面として機能する一方、加
圧部４２（加圧板１６）の下面には、釘刺し試験用治具４４を取り付け可能な取付け部４
２ｂが設けられている。すなわち、釘刺し試験を行うときには、釘刺し試験用治具４４が
取り付けられる一方、電池Ｂの圧壊試験を行うときには、釘刺し試験用治具４４が加圧板
１６から取り外される。釘刺し試験用治具４４が取り外された加圧板１６を降下させるこ
とにより、加圧板１６で電池Ｂを押圧することができる。したがって、釘刺し試験時にお
いても重量物である加圧板１６を取り外す必要がない。しかも、釘刺し試験時において加
圧板１６を防護板（隔壁）としても機能させることができる。
【００４３】
　釘刺し試験用治具４４は、釘部４４ａと、釘部４４ａの根元部に一体的に形成された基
部４４ｃと、基部４４ｃに一体的に形成された凸状の被取付け部である雄ねじ部４４ｂと
を有する。取付け部４２ｂは、釘刺し試験用治具４４の雄ねじ部４４ｂを螺合させる雌ね
じ部を有している。すなわち、加圧板１６の押圧面には、釘刺し試験用治具４４に設けら
れた凸状の被取付け部を装着可能な凹状の取付け部が形成されている。
【００４４】
　加圧部４２から釘刺し試験用治具４４が取り外された状態では、凹状の雌ねじ部が露出
する。このため、図３に示すように、雌ねじ部を塞ぐための栓部材５０が設けられていて
もよい。栓部材５０が雌ねじ部に取り付けられると、加圧部４２の下面は全体に亘って平
坦となる。したがって、ロッド１８ｂを降下させることによって加圧板１６を降下させて
電池Ｂを押圧する圧壊試験が行われるときには、平坦な押圧面で電池Ｂを押圧することが
できる。なお、取付け部４２ｂが非常に小さい場合や電池Ｂに接触する位置からずれてい
る場合等には、栓部材５０を省略することも可能である。
【００４５】
　取付け部４２ｂは、加圧部４２の下面における中央部に設けられている必要はない。図
４に示すように、複数の取付け部４２ｂが中央部からずれた位置に設けられる構成であっ
てもよい。すなわち、各取付け部４２ｂは加圧部４２の端部近傍に設けられていてもよい
。一方、釘部４４ａは、釘刺し試験用治具４４が加圧部４２に固定されたときに、加圧部
４２の中央に位置するように配置されている。この構成では、取付け部４２ｂは、電池Ｂ
に干渉しない位置に設けられている。例えば、隣り合う取付け部４２ｂの間隔が、電池Ｂ
の幅よりも長くなっている。したがって、圧壊試験時に取付け部４２ｂが電池Ｂの圧壊に
影響を及ぼすことを防止できる。
【００４６】
　複数の取付け部４２ｂが設けられる場合、雄ねじ部４４ｂは、釘部４４ａに対して回転
可能に設けられていればよい。すなわち、釘刺し試験用治具４４は、雄ねじ部４４ｂ及び
頭部４４ｄを有する固定具４４ｅを備えており、この固定具４４ｅは、板状に形成された
基部４４ｃの端部近傍に形成された挿通孔に挿通される。この固定具４４ｅの頭部４４ｄ
を回すことにより、雄ねじ部４４ｂが取付け部４２ｂに螺合される。これにより、釘刺し
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試験用治具４４が加圧部４２に保持される。図４では、固定具４４ｅの頭部４４ｄが基部
４４ｃの下側に突出しているが、これに代え、固定具４４ｅの頭部４４ｄが基部４４ｃ内
に収まるように、基部４４ｃに頭部４４ｄを収容する凹部が形成されていてもよい。
【００４７】
　図３に示す例では、取付け部４２ｂが雌ねじ部を有する構成が示されているが、これに
限られない。例えば、釘刺し試験用治具４４に雄ねじ部４４ｂの代わりに柱状の凸部が形
成されていて、取付け部４２ｂは、凸部が丁度入る大きさの穴によって構成されていても
よい。この場合、凸部が摩擦で取付け部４２ｂから落ちないようにすることもできるが、
凸部を少し回すことで凸部が取付け部４２ｂに係合する手段が設けられていてもよい。
【００４８】
　一方、図４に示す例に代え、取付け部４２ｂは、加圧部４２の下面に設けられたレール
によって構成されていてもよい。この場合、釘刺し試験用治具４４には、レールに沿って
スライドできる形状の係合部が形成されている構成であってもよい。この場合、釘刺し試
験用治具４４を側方にスライドさせることによって、加圧板１６に取り付けることができ
る。また、加圧板１６に釘刺し試験用治具４４を固定する固定具として、加圧板１６と釘
刺し試験用治具４４の基部４４ｃとを挟持する挟持具が用いられる場合には、取付け部４
２ｂを省略することも可能である。
【００４９】
　ガイドシャフト３０は、加圧板１６の振れを防止する部材としても機能する。加圧板１
６（加圧部４２及び介装部４１）には、ガイドシャフト３０を挿通させる挿通孔が形成さ
れている。挿通孔はガイドシャフト３０の数に応じた数だけ設けられている。加圧板１６
は、例えば平面視で矩形状に形成されていて、挿通孔は、対向する一対の辺の中央部近傍
に形成されている。ガイドシャフト３０が加圧板１６の挿通孔に挿通されているため、加
圧板１６が電池Ｂの爆発等の衝撃を受けたときでも、加圧板１６の振れを防止することが
できる。なお、ガイドシャフト３０は、２つでなく、４つ設けられていてもよい。この場
合、加圧板１６の挿通孔は、四隅の近傍に形成される。
【００５０】
　図５に示すように、外部短絡試験を行うときには、加圧板１６がガイドシャフト３０か
ら取り外されるとともにガイドシャフト３０が架台１４から取り外される。そして、試験
室２１の天井部２５ａに形成された第１挿通孔２５ｂには、バスバー等の配線中継モジュ
ール５４が挿通されてもよい。このとき、第２挿通孔２５ｃには図略のキャップが被せら
れて塞がれる。なお、配線中継モジュール５４は、第１挿通孔２５ｂではなく、側部２５
ｄの連通孔２５ｅに挿通されてもよい。この場合、ガイドシャフト３０を架台１４から取
り外さなくてもよい。
【００５１】
　また、試験槽１２と架台１４の上面部１４ａとの間には、枠状部材５６が配設されても
よい。この枠状部材５６は、試験槽１２と架台１４との間の隙間を塞ぎ、配線中継モジュ
ール５４に人手が触れないようにするためのものである。
【００５２】
　配線中継モジュール５４の内端部は、配線によって電池Ｂと電気的に接続され、外端部
は、配線によって外部短絡試験装置６０と電気的に接続される。外部短絡試験装置６０に
よって、電池Ｂが外部短絡した状態を作り出す試験を行うことができる。配線中継モジュ
ール５４の外端部に、図外の充放電試験装置を電気的に接続してもよい。こうすれば、電
池Ｂを決められた条件（電圧、電流等）で充電及び放電する充放電試験を行うことができ
る。なお、図１に示す状態で側部２５ｄの連通孔２５ｅに配線中継モジュール５４を設置
し、電池Ｂの充放電を行いながら圧壊試験を行うことも可能である。
【００５３】
　以上説明したように、本実施形態では、加圧板１６に釘刺し試験用治具４４を取り付け
可能な取付け部４２ｂが設けられているため、釘刺し試験用治具４４を取り付けるにあた
り、加圧板１６を取り外す必要がない。このため、電池Ｂの圧壊試験を行うときには、釘



(9) JP 2015-159017 A 2015.9.3

10

20

30

40

50

刺し試験用治具４４が外された加圧板１６を駆動部１８によって移動させて電池Ｂを押圧
すればよく、釘刺し試験を行うときには、加圧板１６に釘刺し試験用治具４４が取り付け
られた状態で加圧板１６を移動させればよい。したがって、加圧板１６を取り外す必要は
ないため、試験の準備作業の負担を軽減することができる。加圧板１６は重量物であるた
め、加圧板１６を取り外す作業は危険な作業である。このため、加圧板１６を取り外す作
業を省略できることにより、準備作業の負担を軽減できる。しかも、釘刺し試験において
、電池Ｂが爆発したときに加圧板１６を防護板（隔壁）として機能させることができる。
このため、釘刺し試験時に試験槽１２内がダメージを受けることを抑制することができる
。
【００５４】
　また本実施形態では、釘刺し試験用治具４４を加圧板１６から取り外したときには、雌
ねじ部を栓部材５０で塞ぐことにより、加圧板１６の押圧面に凹状の部位が残ることを防
止することができる。したがって、圧壊試験時に、雌ねじ部が露出することによる悪影響
を排除することができる。
【００５５】
　また本実施形態では、加圧板１６の振れを防止するガイドシャフト３０が設けられてい
るため、加圧板１６が、釘刺し試験時に電池Ｂが爆発した衝撃を受けたとしても、揺れ動
くことを防止することができる。このため、加圧板１６を駆動するためのロッド１８ｂ等
の駆動部１８がダメージを受けることを防止できる。また、電池Ｂの上面に凹凸があるよ
うな場合でも、ロッド１８ｂに偏荷重がかかることを防止することができ、またロッド１
８ｂが曲がることを防止することができる。また、駆動部１８によって加圧板１６を移動
させるときにガイドシャフト３０によって加圧板１６を案内することができる。試験時に
は、加圧板１６がガイドシャフト３０に沿って徐々に下側に向かって移動することになる
が、加圧板１６がどの位置にある場合でもガイドシャフト３０が加圧板１６の挿通孔に挿
通されている。このため、加圧板１６の位置によらず、電池Ｂの爆発の衝撃による加圧板
１６の揺れをガイドシャフト３０によって抑制することができる。
【００５６】
　また本実施形態では、ガイドシャフト３０を架台１４から外して試験槽１２の第１挿通
孔２５ｂから引き出すことができる。この状態において、天井部２５ａの第１挿通孔２５
ｂには、例えば配線中継モジュール５４、配線等を挿入することができる。したがって、
釘刺し試験、圧壊試験だけでなく、外部短絡試験、充放電試験等を行うことができる。ま
た、側部２５ｄの連通孔２５ｅに、例えば配線中継モジュール５４、配線等を挿入するこ
ともできる。
【００５７】
　また本実施形態では、ロッド１８ｂに締結される介装部４１に加圧部４２が重ね合わさ
れる構成となっている。このため、加圧板１６の介装部４１をロッド１８ｂに締結するた
めの締結具４６が、加圧部４２の押圧面に露出しないようにすることができる。しかも、
加圧部４２に凹部４２ａが形成されているため、締結具４６の頭部４６ｂが加圧部４２に
干渉することを防止することができる。
【００５８】
　また本実施形態では、加圧板１６がロッド１８ｂの先端面に設けられた固定部１８ｄの
下面に当接しているため、加圧板１６が揺れ動くことを防止できる。すなわち、加圧板１
６がロッド１８ｂの先端面に面接触した状態でロッド１８ｂに固定されているため、例え
ば電池Ｂの爆発の衝撃を受けて加圧板１６が揺れ動こうとしても、ロッド１８ｂの先端面
によってそれを防止することができる。
【００５９】
　なお、本発明は、前記実施形態に限られるものではなく、その趣旨を逸脱しない範囲で
種々変更、改良等が可能である。例えば、架台１４を省略してもよい。この場合、ガイド
シャフト３０は、試験槽１２の天井部２５ａに吊り下げられ、駆動部１８のシリンダ１８
ａも試験槽１２の天井部２５ａに固定される。この場合、シリンダ１８ａも試験室２１内
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合でも、加圧板１６が防護壁となって、シリンダ１８ａの摺動部に破片が噛み込むことを
防止することができる。
【００６０】
　前記実施形態では、加圧板１６が、互いに別体に構成された介装部４１と加圧部４２と
を有する構成としたが、これに限られない。例えば、加圧板１６は、１つの板材で構成さ
れていてもよい。
【００６１】
　前記実施形態では、加圧部４２に、締結具４６の頭部４６ｂが収納される凹部４２ａが
形成された構成としたが、例えば締結具４６の頭部４６ｂが介装部４１から突出しないよ
うな場合には、凹部４２ａを省略することもできる。
【符号の説明】
【００６２】
　Ｂ　電池
　１０　電池試験装置
　１２　試験槽
　１４　架台
　１４ａ　上面部
　１４ｂ　脚部
　１６　加圧板
　１８　駆動部
　１８ａ　シリンダ
　１８ｂ　ロッド
　２５ｂ　第１挿通孔
　２５ｅ　連通孔
　２５ｆ　蓋体
　３０　ガイドシャフト
　４１　介装部
　４２　加圧部
　４２ａ　凹部
　４２ｂ　取付け部
　４４　釘刺し試験用治具
　４４ａ　釘部
　４４ｂ　雄ねじ部
　４４ｃ　基部
　４４ｄ　頭部
　４４ｅ　固定具
　４６　締結具
　４６ａ　雄ねじ部
　４６ｂ　頭部
　４８　保持手段
　５０　栓部材
　５４　配線中継モジュール
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